
「みんなのトイレ」案内表示の設置「みんなのトイレ」案内表示の設置「みんなのトイレ」案内表示の設置

　浦添市役所（正面に掲揚）

レインボーフラッグの設置レインボーフラッグの設置レインボーフラッグの設置

　浦添市役所（市民ロビー）

　浦添市ハーモニーセンター

他部署への貸し出し

　市民協働・男女共同参画課では、性的マイノリティの方も利用しやす　市民協働・男女共同参画課では、性的マイノリティの方も利用しやす　市民協働・男女共同参画課では、性的マイノリティの方も利用しやす

い「みんなのトイレ」の案内表示をデザインし市内公共施設へ普及を進い「みんなのトイレ」の案内表示をデザインし市内公共施設へ普及を進い「みんなのトイレ」の案内表示をデザインし市内公共施設へ普及を進

めております。めております。めております。

　市民協働・男女共同参画課では、性的マイノリティの方も利用しやす

い「みんなのトイレ」の案内表示をデザインし市内公共施設へ普及を進

めております。
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性の多様性啓発講座の実施性の多様性啓発講座の実施

　　　令和3年度～8年度　　　令和3年度～8年度

性の多様性啓発講座の実施

　　　令和3年度～8年度

自分もその立場になって考えて

みれば 、 トイレも行きに くいし 、 も し

かしたら自殺も考えるかもしれな

いから周りの人たちが助けられ

るような環境を目指して行った

ほうがいいと思いました 。

　同条例第７条で「教育の場においても、性の多様性を尊重する意識の形

成に配慮した教育を行うよう努めるものとする。」と規定しています。同

第７条の規定に基づき、セクシャリティに対する不安を感じ始める市内中

学生を対象に、性の多様性の尊重に関する理解を深めることを目的とした

「中学生向け性の多様性啓発講座」を実施しています。

中学生向け啓発講座中学生向け啓発講座中学生向け啓発講座中学生向け啓発講座

受講後アンケート（抜粋）受講後アンケート（抜粋）受講後アンケート（抜粋）受講後アンケート（抜粋）

LG B T Qの存在は知って

いたけれど 、その中にも

いろいろな種類があり 、

それを知れたから 、

よ り深 く考える こ と

ができた 。

LG B T Qで悩み 、自殺

する人がいて 、それは周り

にいるその人を理解してい

ない人々の責任だから 、自

分達から変わり沢山の

人々が生きやすい世の

中になるよ うに 、 この講話を

色んな場所でやって

ほしい と思った 。
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◇令和３年度◇令和３年度◇令和３年度

　　　琉球大学法科大学院教授の矢野恵美氏によるオンライン講座を行いま琉球大学法科大学院教授の矢野恵美氏によるオンライン講座を行いま琉球大学法科大学院教授の矢野恵美氏によるオンライン講座を行いま

した。講座では「セクシャリティ」「トランスジェンダーの方」「戸籍した。講座では「セクシャリティ」「トランスジェンダーの方」「戸籍した。講座では「セクシャリティ」「トランスジェンダーの方」「戸籍

の性別変更以外にできること」「世界では」「同性愛の方」「SOG Iハの性別変更以外にできること」「世界では」「同性愛の方」「SOG Iハの性別変更以外にできること」「世界では」「同性愛の方」「SOG Iハ

ラ」等、その他多くのことを学びました。ラ」等、その他多くのことを学びました。ラ」等、その他多くのことを学びました。

◇令和３年度

　琉球大学法科大学院教授の矢野恵美氏によるオンライン講座を行いま

した。講座では「セクシャリティ」「トランスジェンダーの方」「戸籍

の性別変更以外にできること」「世界では」「同性愛の方」「SOG Iハ

ラ」等、その他多くのことを学びました。

◇令和５年度◇令和５年度◇令和５年度




　　　シニア世代を対象に講座を行いました。受講者からはシニア世代を対象に講座を行いました。受講者からはシニア世代を対象に講座を行いました。受講者からは

　「寄り添ってあげる、応援できる人になりたい」　　「寄り添ってあげる、応援できる人になりたい」　　「寄り添ってあげる、応援できる人になりたい」　

　「理解できなくても知ってもらうことだけでも安心感　「理解できなくても知ってもらうことだけでも安心感　「理解できなくても知ってもらうことだけでも安心感

　がある。それが応援だと思う」など、多くの感想が　がある。それが応援だと思う」など、多くの感想が　がある。それが応援だと思う」など、多くの感想が

　寄せられました。　寄せられました。　寄せられました。

◇令和５年度

 　シニア世代を対象に講座を行いました。受講者からは

　「寄り添ってあげる、応援できる人になりたい」　

　「理解できなくても知ってもらうことだけでも安心感

　がある。それが応援だと思う」など、多くの感想が

　寄せられました。

◇令和6年度◇令和6年度◇令和6年度 
条例施行3周年を迎え、市民向けの
条例施行3周年を迎え、市民向けの
条例施行3周年を迎え、市民向けの

イベント「映画上映×トークで考える 
にじいろのイベント「映画上映×トークで考える 
にじいろのイベント「映画上映×トークで考える 
にじいろの

性」を行いました。映画「沖縄カミングアウト物語～性」を行いました。映画「沖縄カミングアウト物語～性」を行いました。映画「沖縄カミングアウト物語～

かつきママのハグ×珍道中！」を鑑賞後に監督、映画かつきママのハグ×珍道中！」を鑑賞後に監督、映画かつきママのハグ×珍道中！」を鑑賞後に監督、映画

主人公、浦添市長、LGBTQ当事者とのトークショー主人公、浦添市長、LGBTQ当事者とのトークショー主人公、浦添市長、LGBTQ当事者とのトークショー

を行いました。を行いました。を行いました。

◇令和6年度  条例施行3周年を迎え、市民向けの

イベント「映画上映×トークで考える  にじいろの

性」を行いました。映画「沖縄カミングアウト物語～

かつきママのハグ×珍道中！」を鑑賞後に監督、映画

主人公、浦添市長、LGBTQ当事者とのトークショー

を行いました。

◇令和7年度◇令和7年度◇令和7年度　小学校現役講師による講座を行いま　小学校現役講師による講座を行いま　小学校現役講師による講座を行いま

した。受講者からは「子供と接する仕事をしていした。受講者からは「子供と接する仕事をしていした。受講者からは「子供と接する仕事をしてい

るのでとても心に響きわけがわからず涙が出た」るのでとても心に響きわけがわからず涙が出た」るのでとても心に響きわけがわからず涙が出た」

「初めて参加した。もっと多くの人にこの講話を「初めて参加した。もっと多くの人にこの講話を「初めて参加した。もっと多くの人にこの講話を

聴いてほしい」「話を聞いて心が軽くなった」等聴いてほしい」「話を聞いて心が軽くなった」等聴いてほしい」「話を聞いて心が軽くなった」等

の感想がありました。の感想がありました。の感想がありました。

◇令和7年度　小学校現役講師による講座を行いま

した。受講者からは「子供と接する仕事をしてい

るのでとても心に響きわけがわからず涙が出た」

「初めて参加した。もっと多くの人にこの講話を

聴いてほしい」「話を聞いて心が軽くなった」等

の感想がありました。

市民向け啓発講座　市民向け啓発講座　市民向け啓発講座　市民向け啓発講座　

◇令和４年度◇令和４年度◇令和４年度

　差別や偏見のない全ての人の人権が守られる社会の実現を目指す施策の一環　差別や偏見のない全ての人の人権が守られる社会の実現を目指す施策の一環　差別や偏見のない全ての人の人権が守られる社会の実現を目指す施策の一環

として、「違いを認め合う」「相手を尊重する」がテーマの電子紙芝居「ステとして、「違いを認め合う」「相手を尊重する」がテーマの電子紙芝居「ステとして、「違いを認め合う」「相手を尊重する」がテーマの電子紙芝居「ステ

キ」を制作し動画配信をしました。自分自身の"ステキ”を物語をとおして、キ」を制作し動画配信をしました。自分自身の"ステキ”を物語をとおして、キ」を制作し動画配信をしました。自分自身の"ステキ”を物語をとおして、

一緒に探す内容です。現在もYo u T u b e配信中です。一緒に探す内容です。現在もYo u T u b e配信中です。一緒に探す内容です。現在もYo u T u b e配信中です。

◇令和４年度

　差別や偏見のない全ての人の人権が守られる社会の実現を目指す施策の一環

として、「違いを認め合う」「相手を尊重する」がテーマの電子紙芝居「ステ

キ」を制作し動画配信をしました。自分自身の"ステキ”を物語をとおして、

一緒に探す内容です。現在もYo u T u b e配信中です。

◇令和8年度◇令和8年度◇令和8年度　就学児と保護者を対象にした「夏　就学児と保護者を対象にした「夏　就学児と保護者を対象にした「夏

休みにじろおはなし会」をおこないました。夏休みにじろおはなし会」をおこないました。夏休みにじろおはなし会」をおこないました。夏

休み期間中ということもあり、多くの親子に参休み期間中ということもあり、多くの親子に参休み期間中ということもあり、多くの親子に参

加いただきました。加いただきました。加いただきました。

◇令和8年度　就学児と保護者を対象にした「夏

休みにじろおはなし会」をおこないました。夏

休み期間中ということもあり、多くの親子に参

加いただきました。
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自分の中にある固定観念や思い自分の中にある固定観念や思い自分の中にある固定観念や思い

込みに気づき 、相手の立場に立っ込みに気づき 、相手の立場に立っ込みに気づき 、相手の立場に立っ

て考える こ との大切さを学びまして考える こ との大切さを学びまして考える こ との大切さを学びまし

た 。一人一人の違いや多様な価た 。一人一人の違いや多様な価た 。一人一人の違いや多様な価

値観を尊重し 、決めつけるのでは値観を尊重し 、決めつけるのでは値観を尊重し 、決めつけるのでは

な く 、相手を理解しよう とする姿勢をな く 、相手を理解しよう とする姿勢をな く 、相手を理解しよう とする姿勢を

大切にしたいです 。大切にしたいです 。大切にしたいです 。

自分の中にある固定観念や思い

込みに気づき 、相手の立場に立っ

て考える こ との大切さを学びまし

た 。一人一人の違いや多様な価

値観を尊重し 、決めつけるのでは

な く 、相手を理解しよう とする姿勢を

大切にしたいです 。

受講後アンケート（抜粋）受講後アンケート（抜粋）受講後アンケート（抜粋）受講後アンケート（抜粋）

教職員向け啓発講座教職員向け啓発講座教職員向け啓発講座教職員向け啓発講座
　令和3年度より市内の教職員（小・中学校、こども園、保育園）や、教育関係者　令和3年度より市内の教職員（小・中学校、こども園、保育園）や、教育関係者　令和3年度より市内の教職員（小・中学校、こども園、保育園）や、教育関係者

を対象に「多様な性について学ぶ研修会」を浦添市立教育研究所と共催で実施しを対象に「多様な性について学ぶ研修会」を浦添市立教育研究所と共催で実施しを対象に「多様な性について学ぶ研修会」を浦添市立教育研究所と共催で実施し

ています。　ています。　ています。　

　子どもたちが、成長段階において自らの性の在り方（セクシュアリティ）を自　子どもたちが、成長段階において自らの性の在り方（セクシュアリティ）を自　子どもたちが、成長段階において自らの性の在り方（セクシュアリティ）を自

覚していく過程で多くの時間を過ごす 
こども園、小・中学校においては、教職員覚していく過程で多くの時間を過ごす 
こども園、小・中学校においては、教職員覚していく過程で多くの時間を過ごす 
こども園、小・中学校においては、教職員

の性の多様性についての正しい理解と支援が重要です。講演を通して、多様な性の性の多様性についての正しい理解と支援が重要です。講演を通して、多様な性の性の多様性についての正しい理解と支援が重要です。講演を通して、多様な性

の在り方について理解を深め、教育現場での幼児・児童・生徒への向き合い方やの在り方について理解を深め、教育現場での幼児・児童・生徒への向き合い方やの在り方について理解を深め、教育現場での幼児・児童・生徒への向き合い方や

支援の方法について考える機会として、多様な性について学びます。支援の方法について考える機会として、多様な性について学びます。支援の方法について考える機会として、多様な性について学びます。

　令和3年度より市内の教職員（小・中学校、こども園、保育園）や、教育関係者

を対象に「多様な性について学ぶ研修会」を浦添市立教育研究所と共催で実施し

ています。　

　子どもたちが、成長段階において自らの性の在り方（セクシュアリティ）を自

覚していく過程で多くの時間を過ごす  こども園、小・中学校においては、教職員

の性の多様性についての正しい理解と支援が重要です。講演を通して、多様な性

の在り方について理解を深め、教育現場での幼児・児童・生徒への向き合い方や

支援の方法について考える機会として、多様な性について学びます。

先日受講した講座でもアンコンシャス ・

バイアスが出てきたので 、全ての児童 、

生徒に寄り添うために必要な考えだと

痛感しました 。そ して 、教師としては子ども

からカミングアウトのような話があった と

きに 、 ど うや って保護者に伝えれば良い

のか？と考えていましたが 、 まずは本人が

どう したいのか？と言う こ とに寄り添う こ と

が大事だと学びました 。

子ども達は 、見た目ではわ

からないけど色々と悩んで

いる こ と を知り 、 とて も勉強

になりました 。
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市職員向け啓発講座市職員向け啓発講座市職員向け啓発講座市職員向け啓発講座

　市職員向け講座は、総務部職員課と市民部市民協働・　市職員向け講座は、総務部職員課と市民部市民協働・　市職員向け講座は、総務部職員課と市民部市民協働・

男女共同参画課の共催で職員研修の一環として行ってい男女共同参画課の共催で職員研修の一環として行ってい男女共同参画課の共催で職員研修の一環として行ってい

ます。令和７年度は「性の多様性を尊重し、誰もが安心ます。令和７年度は「性の多様性を尊重し、誰もが安心ます。令和７年度は「性の多様性を尊重し、誰もが安心

できる社会や職場づくりを目指して」と題し、できる社会や職場づくりを目指して」と題し、できる社会や職場づくりを目指して」と題し、

　★LGBTQ+の知識　★LGBTQ+の知識　★LGBTQ+の知識

　★職場での心理的安全性の向上　★職場での心理的安全性の向上　★職場での心理的安全性の向上

　★安心できる職場環境　★安心できる職場環境　★安心できる職場環境

　★市や県が取り組んでいるパートナーシップ制度、　★市や県が取り組んでいるパートナーシップ制度、　★市や県が取り組んでいるパートナーシップ制度、

　　ファミリーシップ制度等について学びました。　　ファミリーシップ制度等について学びました。　　ファミリーシップ制度等について学びました。

「浦添市パートナーシップ宣誓者がご利用いただける行「浦添市パートナーシップ宣誓者がご利用いただける行「浦添市パートナーシップ宣誓者がご利用いただける行

政サービス」について、行政職員や消防職員が速やかに政サービス」について、行政職員や消防職員が速やかに政サービス」について、行政職員や消防職員が速やかに

対応できるようにと周知も行われました。対応できるようにと周知も行われました。対応できるようにと周知も行われました。

　市職員向け講座は、総務部職員課と市民部市民協働・

男女共同参画課の共催で職員研修の一環として行ってい

ます。令和７年度は「性の多様性を尊重し、誰もが安心

できる社会や職場づくりを目指して」と題し、

　★LGBTQ+の知識

　★職場での心理的安全性の向上

　★安心できる職場環境

　★市や県が取り組んでいるパートナーシップ制度、

　　ファミリーシップ制度等について学びました。

「浦添市パートナーシップ宣誓者がご利用いただける行

政サービス」について、行政職員や消防職員が速やかに

対応できるようにと周知も行われました。

市民への普及啓発を目的にガイドブックを作成し市民への普及啓発を目的にガイドブックを作成し市民への普及啓発を目的にガイドブックを作成し

ました。講座や講演会などで配布をするほか、ました。講座や講演会などで配布をするほか、ました。講座や講演会などで配布をするほか、

浦添市役所１Fロビーや浦添市ハーモニーセンター浦添市役所１Fロビーや浦添市ハーモニーセンター浦添市役所１Fロビーや浦添市ハーモニーセンター

のエントランスなどに設置しています。のエントランスなどに設置しています。のエントランスなどに設置しています。

市民への普及啓発を目的にガイドブックを作成し

ました。講座や講演会などで配布をするほか、

浦添市役所１Fロビーや浦添市ハーモニーセンター

のエントランスなどに設置しています。

毎月第3水曜日 
午後5時～午後8時に電話相談窓口を開設しています。毎月第3水曜日 
午後5時～午後8時に電話相談窓口を開設しています。毎月第3水曜日 
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